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新技術の概要
保護ヌクレオチドを用いることによるグアノシン-3‘ , 5‘-ジピロ

ホスフェート（ppGpp）の安価合成法の開発

ppGppは転写を担うタンパク質であるＲＮＡポリメラーゼと複合体を形成しアミノ
酸合成を促進する等、生体の生命維持に必要な転写調節機能を有している。
大腸菌等の細菌をはじめ植物においても確認されており、生物学や生物工学
分野で現在注目を集めている物質である。
本物質は現在試薬として極めて高額で販売されているが、これは生体からの
抽出精製によるものであり、化学的製造法は知られていない。
本発明では保護ヌクレオチドを用いることにより数工程で目的の物質が良好な
収率で得られることを見出した。

流れの方向

飢餓状態に陥った⽣物のシグナル分⼦（ppGpp)
の合成法

本技術のアピールポイント

• 効率的で安価なppGppの
合成法の提供
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